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平成３０年１１月１０日（土）・１１日（日）

熊谷スポーツ文化公園　にぎわい広場

  全国ご当地うどんサミット
目的：国産小麦の普及・消費拡大及びご当地うどんの再発見
開催地：２０１１年に滋賀県東近江市で初めて開催。１１年～１３年を東近江市
　　　　２０１４年～１６年　愛知県蒲郡市
　　　　２０１７年～１９年　熊谷市
　※熊谷うどんは２０１４年から出店
　昨年の第７回は３０店舗が集結し、同時開催イベントと併せて来場者数１０万人を達成。
　今回も全国から３０店舗を予定。

特徴やPRポイント
・ポスター：早期の告知により、多くの来場者をお迎えすべく、昨年のイメージを踏襲し、
２０１８バージョン（第1弾）を作成。ＱＲコードを掲載することで、今後充実されていくホーム
ページと連動させています。

・前売り券：７月上旬より販売開始。昨年より早期に販売を開始し、開催に向けた気運醸成と、
来場方法の掲載により、無料シャトルバスの利用をＰＲします。うどん１杯×３枚つづりが
１，１００円（当日は１，２００円）となっています。

・フォーラムの実施：うどんサミットの開催に向けた機運醸成はもちろん、うどんの魅力を発信し
関心を高めます。
日時：平成３０年９月８日（土）14:00～
場所：くましん本店ホール（定員２００名）
内容：基調講演　山田昌治氏（工学院大学先進工学部応用科学科教授）
　　　パネルディスカッション　コーディネーター＝山田昌治教授
　　　　　　　　　　　　　　　女子栄養大学栄養科学研究所　根岸由紀子教授
　　　　　　　　　　　　　　　順天堂大学大学院スポーツ健康科学研究科　鈴木良雄准教授
　　　　　　　　　　　　　　　工学院大学先進工学部４年生　平野萌絵香氏
山田教授は、「第８回全国ご当地うどんサミット２０１８ in 熊谷」当日（11/10、11/11）も来場
予定。

（問合せ先）
うどんサミット実行委員会事務局　小島・内田
048-579-5701

資料の有無（　　有　　・　　無　　）

熊谷市総合政策部スポーツ観光課　横森・水野

048-524-1111　内線391

熊谷市
記者クラブ取材情報

平成３０年６月２８日発表
担当課：スポーツ観光課

今年も開催！　第８回　全国ご当地うどんサミット2018in熊谷
国産小麦の聖地・熊谷から   「麺　for  ALL ，ALL  for  麺」


